　　　　　　　　嘱託人提出資料（遺言公正証書）の手引
１　遺言を公正証書で作成するには，あらかじめ次のものを用意してください。

　　⑴　遺言者の印鑑登録証明書（発行後３ｶ月以内のもの）１通。
　　⑵　遺言者と相続人との続柄がわかる戸籍謄本。

　　⑶　遺言で財産を相続人以外の人に遺贈する場合には，その人の住民票。

　　⑷　遺贈し又は相続させる財産が

　　　ア　不動産の場合
　　　　　土地・建物の登記簿謄本及び固定資産評価証明（又は，納税通知書において評価額がわかる部分）
　　　イ　不動産以外の金融資産等の情報。
　　　　・預貯金については預貯金通帳又はその写し等（金融機関名，支店名，　　　　
　　　　　現在の預貯金残高）
　　　　・株式については証券会社から送付されてくる資料（証券会社名，株　　　　
　　　　　式の現在評価額がわかるもの）
　　　　・乗用車などの動産については，車検証等の内容を特定できる資料
２　証人２人の立会が必要なので，その人の住所・氏名・生年月日・職業のわかるメモ。
　　ただし，次の人は証人になれません。
　　　未成年者，推定相続人，受遺者並びに推定相続人と受遺者の配偶者及　　　　
　　　び直系血族。

　　
３　遺言執行者（遺言どおりに実行してくれる人）を決めておくと便利です。

　　その人の住所・氏名・生年月日・職業のわかるメモ。

　　執行者には，立会の証人でも，相続人又は受遺者でも指定することができます。

４　遺言公正証書の作成日には，遺言者の実印，証人２名の認印　（ただし，
朱肉で押すもの）が必要です。

５　遺言の相談から作成まで，日数を要することがありますので，あらかじめ
日時なを公証人とよく打ち合わせておくと，すべての面で好都合です。

６　遺言者が病気等で来られないときは，公証人が出張します。
